
わが国の硬膜移植後Creutzfeldt-‐Jakob病の特徴：海外例との比較 	

解　説	  
	  

1.  硬膜移植を受けた年齢は、日本の症例の方が有意に高齢であった	  

2.  潜伏期間は、日本の症例と海外の症例の間に差は無かった。	  
3.  硬膜移植を受けた原因疾患の割合は、日本と海外で有意に異なった。	  
4.  日本では、プリオン蛋白遺伝子コドン129多型がmethionine	  homozygoteの

症例が有意に多かった。	  
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1.	  わが国と海外の硬膜移植後CJDの比較	   2.	  疾患別の硬膜移植時年齢の比較	  

3.	  わが国と海外のdCJD症例の硬膜移植
を受けた原因疾患のうち腫瘍の病型別
の頻度の比較	  


